
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会 

 

  

  

２月３日（日）、瀬波地域コミュニティセンター（いこ～て瀬波）・瀬

波児童館を会場に第５４回百人一首かるた大会が行われました。この

大会は瀬波地区青少年健全育成会の主催で行われ、今回は、インフル

エンザが大流行した関係で、昨年より１２チーム少ない、２０チーム、

６０名が参加し、会場では子供たちの熱い戦いが繰り広げられました。 

試合は部門別に３人１組のグループ戦で行われ、低学年の部では、

真剣な表情で札を探している子供たちの一生懸命な姿が見られ、「は

い！」という元気な声とともに札を取っている姿に応援に来ていた家

族の方々はみな真剣なまなざしを送ってました。一方、高学年の部で

は上の句が詠まれると同時に札を取るチームもあり、ピリリとした緊

張感の漂う試合となりました。 

当日は、時より薄日のさす穏やかな天気でしたが、会場は選手達の熱気で

あふれ、精一杯勝負に臨んでいる子供たちの姿が印象的でした。 

大会会場では、昨年に引き続き、瀬波地区食生活改善推進委員の方々の

ご協力により「甘酒」と「おしるこ」がふるまわれました。甘い香りに包

まれながら、試合で疲れた心と体を癒す選手の姿も見られ、地区の新春恒

例行事にふさわしい大会になりました。 

 

大会成績は次のとおり。（上位のみ・敬称略・（ ）は学年） 

第１部（小学１・２年生） 

優勝 学校町 A 冨樫 想良（１） 長濱 晴（２） 平方 豪（２） 

準優勝 松山・三面・松山かみの 伊藤 日和（２） 東 愛衣（２） 東 美幸（大人） 

３位 瀬波上町 A 早川 直太朗（２） 須貝 心音（２） 早川 美咲（大人） 

 

第２部（小学３・４年生） 

優勝 瀬波上町Ａ 斎藤 妃奈（４） 平方 奈緒（４） 森田 成乙（４） 

準優勝 上海府小学校 佐藤 琉生（４） 畑田 睦貴（４） 相馬 颯介（３） 

３位 学校町 B 岡田 惺琉（４） 渡辺 こころ（４） 渡邉 怜唯（４） 

 

第３部（小学５・６年生） 

優勝 上海府小学校 A 佐藤 穂花（６） 菅原 夏海（６） 本間 柚子葉（６） 

準優勝 松原町四丁目 石井 杏奈（５） 田中 愛梨（６） 川久保 咲希（６） 

３位 緑町一丁目 林 天音（５） 滝波 渚紗（６） 津川 佳穂（５） 

 
 

読み手のみなさん、ありがとうございました。（敬称略） 

第１部 高橋 鉄男、伊与部 稔 

第２部 橋詰 文代、黒田 啓集 

第３部 渡辺 恵子（瀬波小校長）、磯部喜美子 

大会スタッフのみなさん、大変お疲れ様でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

瀬波まちづくり推進協議会事務局  担当：高橋（市自治振興課 瀬波地域担当） 

村上市瀬波上町４番１号（瀬波地域コミュニティセンター（いこ～て瀬波）内）  

【TEL】５３－２００５ 【ＦＡＸ】５３－５５５７（瀬波地域コミュニティセンター兼用） 

【URL】http://www.senami-machikyo.net 【メール】info@senami-machikyo.net 

みなさん、こんにちは。暦の上ではもう立春ですが、まだまだ寒い日が続いています。桜が咲

き暖かくなるまでもう少し、この寒さを乗りきりましょう！ 

 

 

 4 月、ドキドキしながら初めて赤ちゃん訪問に行きました。生まれたての赤ちゃんはあったか

くて柔らかくて小さくて、とても緊張しながら体重を測りました。4 月に会った子たちは、はや

10ヶ月！お座りやハイハイもできるようになり、にこにこ笑って私を見つめてくれます。 

10 か月頃になると、あちこち動いて探索行動を始める時期になりますね。目を離せずに困っ

ているかもしれませんが…赤ちゃんは自分で色々なことを試して学習しているのです。失敗する

と親の元に戻ってくっつき、エネルギーをチャージしてまた探検に出かけます。お子さんが自分

のところに戻ってきたら、ぎゅーっと抱きしめて、また探検に出してあげてください。たくさん

の経験をして、子どもは大きくなっていくのです。 

こうしてパパママと一緒に成長を見ていくことができるのが、保健師の仕事のやりがいなのか

なと感じています。私もまだ保健師歴 10 か月ですが、訪問や健診で出会った瀬波の赤ちゃんた

ちと一緒に成長していけたらと思いますので、温かく見守って下さい！ 
 

村上市役所保健医療課健康支援室 

瀬波地区担当保健師 大滝菜摘 

 

 

 

 2 月 3 日の節分を前に、一足先に 2 月 1 日に

瀬波保育園で豆まきが行われました。 

 最初に、瀬賀園長先生から節分の説明があって、 

そのあと、各組の代表が登壇し、どんな鬼を退治

したいかと聞かれて、「おこりんぼう鬼」などいろ

いろな鬼を退治したいと話してくれました。 

 そして、職員が扮した鬼がでてくると、一斉に 

園児たちが持っていた豆を鬼に投げていました。 

中には鬼に驚いて泣き出す園児も。 

 

最後に福の神が現れて、「鬼たちを許し

てあげましょう」といって、鬼たちと仲

良くダンスを踊りました。 

 当日は外は雪が積もって寒い日でし

たが、保育園の中は園児たちが走り回っ

たりして、にぎやかで熱気むんむんであ

りました。 

保健師通信 

鬼は外！福は内！ ～豆まき～ 

保健師10か月 

大滝保健師の 


